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2022 年 5 月 令和公明クラブ 

 

≪第 1 回 市町村議会議員特別セミナー≫ 

≪国会議員へ要望書提出≫ 

≪全国地方議会サミット 2022≫ 

 

報告書 

 

 

 

 

参加者 

会  長 宮澤 孝司 

幹 事 長 松本 雅祐 

事務局長 山本 時雄 
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令和 4 年度  

≪第 1 回「市町村議会議員特別セミナー」≫ 

主催 市町村アカデミー 

■開催日時 

令和４年５月９日（月）～１０日（火） 

■開催場所 

市町村職員中央研修所（通称：市町村アカデミー）

千葉県美浜市浜田 1 丁目 1 番 

【１日目】令和４年５月９日（月） 

■１３：３０～１５：００ 

［演  題］ 『地域経済の行方と地方創生』 

［講  師］  渋谷 和宏 氏  

経済ジャーナリスト大正大学表現学部客員教授 

 

■１５：１５～１６：４５ 

［演  題］ 『アフターコロナと SDGｓ

のまちづくり』 

［講  師］ 関 幸子 氏  

株式会社ローカルファースト研究所代表取

締役   
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【2 日目】令和 4 年 5 月１０日（火） 

■９：００～１０：３０ 

［演  題］ 『地方議会改革の進め方』 

［講  師］ 江藤 俊昭 氏  

大正大学社会共生学部公共政策学科教授  

 

■１０：４５～１２：１５ 

［演  題］ 『「共存」から「共生」へ―外国人住

民を交えた地域づくり』 

［講  師］  岡崎 広樹 氏  

芝園団地自治会事務局長 

 

【総 評】 

研修では、コロナ禍における地域経済を回復させるポイントとして「シニア」の活躍による経

済の動向や、行財政をめぐる重要課題としてアフターコロナでの SDGｓ理念を基本に地方創生を

取り組むことや、議会を取り巻く課題「住民自治の根幹」として議会の対応、外国人住民と一緒

に暮らしていく際の課題や取り組みなどが紹介され、将来的に「共存」から「共生」へという社

会構造の変化を見据えての最新の情報をもとに、それぞれの分野で活躍されている講師の講演を

伺いました。 

  

 

 

 



4 

 

≪国会議員へ要望書提出≫ 

令和４年５月１１日（水） 

■１０：００～  渡辺 孝一 衆議院議員 

■１１：４５～  稲津  久 衆議院議員 

 

 

 

■１３：００～１５：４５   

衆議院委員会 「農林水産委員会」を傍聴 

案件『農林水産関係の基本施策に関する件』 

【総 評】令和公明クラブとして直接国会議員へ

各省庁への幅広い要望を提出させていただきました。

市民の声や要望をしっかり国に届けるとの思いから

であり、本市の重要課題も一緒に提出しました。主

に原油価格・物価高騰の影響を直接受けている子育て世帯等への生活支援や、農林業者や運輸・

交通分野をはじめとする中小企業者等の支援や負担軽減といった取り組みを後押しする要請です。

そしてこの内容は、国が「原油価格・物価高騰等総合緊急対策」として、新型コロナウイルス感

染症対応地方創生臨時交付金を活用して、自治体で様々な支援策を講じれるよう拡充されること

になりました。今後は、深川市においても、原油価格・物価高騰に直面する生活者と事業者の負

担軽減に資する支援事業が実施されるよう働きかけてまいります。 

 

 

 

 

【衆議院第 17 委員室（衆議院議事堂フォト）】 



5 

 

「全国地方議会サミット２０２２」 

～多様な議員、参画、政策形成～ 

≪主  催≫ 

ローカル・マニフェスト推進連盟 

≪後  援≫ 

 全国市議会議長会  

全国町村議会議長会 

 

■開催日時 

令和４年５月１２日（木）～１３日（金） 

■開催会場 

早稲田大学大隈記念講堂 

東京都新宿区戸塚町 1‐104 

 

【１日目】 

■１３：１０～１３：３０ 

［基調講演］ 『チーム議会で取り組む「自己決

定・自己責任」の地方自治』 

［講  師］ 北川 正恭 氏  

早稲田大学名誉教授／元三重県知事 
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■１３：３０～１３：４５ 

［特別講演（動画出演）］ 

『一人一人の多様な幸せを実現するデジタル庁の

ミッション』 

［講  師］ 牧島 かれん 氏  

デジタル大臣 

■１３：５０～１５：００ 

［講演・鼎談（ていだん）］  

『住民自治と多様な議員で構成される活力ある

議会』 

江藤 俊昭 氏 大正大学社会共生学部 教授 

寺沢 さゆり氏 長野県長野市議会 議長／全国

市議会 議長会 副会長 

伊波   篤    氏 沖縄県読谷村 議長／全国町村議会議長会 理事 

■１５：１０～１６：４５ 

［セッション］ 『オンライン議会の展開事例』 

コーディネーター   

千葉 茂明 氏 月間「ガバナンス」編集主幹 

◎「なぜオンラインが必要なのか―大津市議会」 

清水 克士 氏 滋賀県大津市議会 議会局長 
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 ◎「こんなこともできる！オンライン―取手市議

会デモテックへの取組みから」  

岩崎 弘宣 氏 茨城県取手市議会 事務局次長 

◎「議会オンラインへの対応と市民とつながる・深

まる議会改革」 

中野 智基 氏 愛知県知立市議会 議長 

◎「市民とつながる―『議員と語ろう 議会報告会』オンライン」 

松尾 徳晴 氏 福岡県春日市議会 議長 

米丸 貴浩 氏 福岡県春日市議会 議員／広報広聴委員長 

■１６：５５～１７：５５            

『多様な議員の一般質問を議会の政策形成へ』 

土山 希美枝氏 法政大学法学部 教授 

 

実践紹介 

◎「一般質問検討会議から議会の政策形成へ」 

西原  浩 氏 北海道別海町議会 議長 

◎「一般質問でまいたタネを市民と共有し議会

の政策形成へつなげる」 

青野  敏 氏 北海道鷹栖町議会 議員 

片山 兵衛 氏 北海道鷹栖町議会 議員 
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【２日目】令和４年５月１３日（金） 

■１０：０５～１０：５０  

［講  演］ 『コロナ 2 年の経験をどう活

かしていく』 

［講   師］  廣瀬  克哉  氏  法政大学 

総長 

■１１：００～１２：００ 

［講演・セッション］  

『地方議会における男女共同参画の推進と実践』 

コーディネーター  

林  紀行 氏 日本大学法学部 

◎「出産・子育てと議員活動の両立支援のための体制整備」 

永野 裕子 氏 東京都豊島区議会議員／出産議員ネットワーク発起人・代表 

◎「正副女性議長が取り組む柴田町議会の男女共同

参画の推進」 

髙橋 たい子氏 宮城県柴田町議会 議長 

平間 奈緒美氏 宮城県柴田町議会 副議長 

■１３：００～１３：４５ 

［講演・セッション］ 速報！議会改革度調査ランキング 

中村  健 氏 早稲田大学マニフェスト研究所 事務局長 
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■１３：４５～１４：４５ 

［講演・セッション］  

『Ｚ時代にも届く！デジタルを活用した広報・広聴』 

古井 康介 氏 株式会社 POTETO Ｍedia 代表 

小林 真子 氏 ZEXT 代表 

吉永 一輝 氏 ZEXT 副代表 

■１４：５５～１５：４０ 

［講  演］  

『いまこそ問われる！地方自治と議会の役割』 

［講  師］  

片山 善博 氏 大正大学社会共生学部 教授／元総務大臣 

■１５：４０～１６：００ 

［総括・サミット宣言］ 

北川 正恭 氏 早稲田大学名誉教授／元三重県知

事 

【総 評】 

今年の「全国地方議会サミット２０２２」では、

コロナ過において地方議会に求められている様々な課題についての研修会でした。新型コロナウ

イルス感染症の影響により、住民の多様な意見や声を集約し政策への反映が求められている中で、

いかに住民の声に対応できるのか、各自治体でデジタル活用を通して積極的に議会報告会や意見

交換会等が行われ、また、議会の委員会においてはオンラインで開催できることに関する全国市
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議会議長会による参考条例などが示されるなど、オンラインを活用の機運が高まっている状況に

ついても報告がありました。 

また、政治分野における男女共同参画の推進も求められ、議会の多様性の確保への体制整備の

取組みも紹介され、専門家

や当事者の議論に加え、各

地の議会から事例紹介も交

えて大いに提起されるサミ

ットでした。深川市議会と

して、コロナ禍においても、

また、自然災害などの緊急

時でも議会として活動。機能できることなど改革を進めていかなくてはなりません。 

令和公明クラブとして、この度の内容や実例を検討し深川市議会としてデジタル機能を活用し

た議会改革に取り組み、議会本来の役割「住民自治の根幹」の自覚と責任を果たせるようしっか

り活動して参ります。 

 


